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 Ⅱ-6 適応的管理 

事業目標に対してモニタリングを実施し、その結果を蓄積するとともに、目標を十分に達

成できなかった場合には、その要因を分析して課題を整理し、改善を加えながら事業を進め

る。 

適応的な管理を行うことで将来の事業展開において不必要な事業計画の抽出につながるこ

ともあり、技術的な進歩にもつながる。 

 

 

 

 

流況を調べたり。 魚の遡上行動を調べ

たりして・・・。 

反省点は何か？ 
どうすればもっと良くなるか？ 
を検討し・・・・・。 

魚道が完成したら・・。 

新しい魚道の設計や

既設魚道の改善計画

に生かす。 魚が生活史を完結できる

ようになったか？を考

え・・・ 




